
　

親睦を深めることが出来ました♪

　

　　　

～
肝
臓
の
基
礎
知
識
～

T
や
A
L
T
の
上
昇
が
急
性
か
慢
性
か
の
区
別
が
難
し
い
こ

期
に
よ
り

、
数
値
の
程
度
は
異
な
り
ま
す

。
さ
ら
に

、
A
S

囲
や
血
中
半
減
期
に
左
右
さ
れ
る
た
め

、
疾
患
の
種
類
や
時

　
A
S
T
と
A
L
T
の
上
昇
度
は
肝
細
胞
障
害
の
程
度

、
範

A
S
T
と
A
L
T
が
異
常
値
を
示
す
病
態

を
超
え
る
と
肝
障
害
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

。

い
ま
す

。
肝
疾
患
で
は

、
肝
細
胞
の
障
害
に
よ
り
A
S
T
と

A
S
T
は
A
L
T
よ
り
約
3
倍
多
く
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て

上
昇
を
呈
し
ま
す

（
A
S
T

>

A
L
T

）
。
一
方

、
A
S
T

急
性
肝
炎
早
期
で
は
A
S
T
優
位
の
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー

ゼ

A
S
T
は
A
L
T
よ
り
約
3
倍
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら

、

害
時
に
は
A
S
T
と
A
L
T
は
い
ず
れ
も
上
昇
し
ま
す
が

、

肝
炎
や
急
性
肝
不
全

）
で
す

。
急
性
肝
炎
な
ど
の
肝
細
胞
障

著
明
高
値
で
あ
れ
ば

、
ほ
と
ん
ど
は
急
性
の
肝
疾
患

（
急
性

と
も
あ
り
ま
す
が

、
A
S
T
と
A
L
T
が
1
0
0
0
以
上
の

　
人
間
の
体
の
あ
ら
ゆ
る
臓
器
に
は

、
動
脈
と
静
脈

肝
臓
の
構
造

最
も
大
き
い
臓
器
に
な
り
ま
す

。

人
女
性
で
約
1
2
5
0
g
で
あ
り

、
か
ら
だ
の
中
で

を
占
め

、
重
さ
は
成
人
男
性
で
約
1
4
0
0
g

、
成

み
ぞ
お
ち
の
右
側
に
あ
り
ま
す

。
右
上
腹
部
の
大
半

　
肝
臓
は
右
胸
と
お
な
か
を
分
け
る
横
隔
膜
の
下

、

肝
臓
の
位
置
と
大
き
さ

事
項
に
関
し
て
少
し
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

来
院
さ
れ
ま
す

。
そ
こ
で

、
今
回
は

、
肝
臓
の
基
本

臓
病
セ
ン
タ
ー

で
は

、
肝
臓
病
の
患
者
さ
ん
が
多
く

　
さ
て

、
宮
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
 

消
化
器
・
肝

さ
い

。

調
を
崩
さ
れ
な
い
よ
う
に

、
十
分
お
気
を
付
け
く
だ

 
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が

、
熱
中
症
な
ど
で
体

A
S
T
と
A
L
T
は
い
ず
れ
も
肝
細
胞
内
に
存
在
し

、

い
ず
れ
も
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー

ゼ
と
呼
ば
れ
る
ア
ミ
ノ
基
転

A
L
T

、
別
名
G
P
T

）
は

、

②
解
毒
；
ア
ル
コ
ー

ル

、
薬
剤
や
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の
有
害

血
管
で
す

。
ま
た

、
肝
臓
は
肝
細
胞

、
胆
管
細
胞
と

血
管
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

。

小
腸
で
取
り
込
ま
れ
た
栄
養
素
な
ど
を
肝
臓
へ
運
ぶ

や
処
理
さ
れ
た
も
の
を
心
臓
に
運
ぶ
血
管

、
門
脈
は

運
ぶ
血
管

、
肝
静
脈
は
肝
臓
で
つ
く
ら
れ
た
栄
養
分

脈
は
酸
素
を
多
く
含
ん
だ
血
液
を
心
臓
か
ら
肝
臓
へ

脈

、
静
脈
に
加
え
て
門
脈

）
が
存
在
し
ま
す

。
肝
動

他
の
臓
器
と
異
な
り

、
肝
臓
に
は
3
本
の
血
管

（
動

と
い
う
2
本
の
血
管
が
い
き
わ
た

っ
て
い
ま
す
が

、
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宮
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
が
位
置
す
る
小
戸

そ
の
自
治
会
で
は

、

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

」
と

い
う
交
流
会
が
公
民
館
等
で
定
期
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す

。
当
院
も
地
域
貢
献
へ
の
取
り
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
と
し
て
鶴
島
・
末

地
区
周
辺
に
は

、
多
く
の
自
治
会
が
あ
り
ま
す

。

確
認
下
さ
い

。

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が

、
当
院

　
入
院
の
手
続
き
時

、
院
内
掲
示
で

面
会
時
間
に
つ
い
て

り
ま
す

。
ま
た

、
携
帯
電
話
を
ご
利

病
院
外
で
の
使
用
を
お
願
い
し
て
お

　
当
院
で
は

、
病
棟
談
話
室
ま
た
は

情
が
出
て
お
り
ま
す

。

の
面
会
時
間
に
つ
き
ま
し
て
再
度
ご

　
※
特
別
な
事
情
で
面
会
時
間
外
に

　
午
後
2
時
～

午
後
8
時
ま
で

携
帯
電
話
の
使
用
に
つ
い
て

影
響
が
少
な
い
事
を
確
認
し
て
お
り

3
分
の
1
で
あ
り

、
医
療
機
器
へ
の

て
い
ま
す

。
職
員
が
使
用
す
る
P
H

絡
用
と
し
ま
し
て
P
H
S
を
使
用
し

　
な
お

、
当
院
職
員
は
院
内
業
務
連

を
お
願
い
致
し
ま
す

。

　
職
員
の
P
H
S
使
用
に
ご
理
解

ま
す

。

（
a
l
a
n
i
n
e
 
a
m
i
n
o
t
r
a
n
s
f
e
r
a
s
e

:

と
ア
ラ
ニ
ン
ア
ミ
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ

ェ
ラ
ー

ゼ

A
S
T

、
別
名
G
O
T

）
と

（
a
s
p
a
r
a
t
e
 
a
m
i
n
o
t
r
a
n
s
f
e
r
a
s
e

:

　
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
ア
ミ
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ

ェ
ラ
ー

ゼ

A
S
T

、
A
L
T
と
は

 
の
あ
る
胆
汁
を
生
成
・
分
泌
し
ま
す

。

③
胆
汁
の
生
成
・
分
泌
；
脂
肪
の
消
化
吸
収
を
助
け
る
役
割

　
な
物
質
を
分
解
し

、
無
毒
化
し
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
み
な
が
ら

、
交
流

　
面
会
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
操

、
レ
ク
リ
エ
ー

シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
深
め
て
お
り
ま
す

。

り
携
帯
電
話
の
使
用
に
つ
い
て
の
苦

　
患
者
様
及
び
ご
来
院
中
の
方
々
よ
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病
棟
看
護
師
へ
お
申
し
出
下
さ
い

。

　
面
会
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は

、

書
か
れ
て
い
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
・
大
工
地
区
の
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
し
て
活
力
を
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
て
お
り
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血
圧
測
定
や
健
康
体

を
お
願
い
致
し
ま
す

。

用
の
際
は

、
周
り
の
方
へ
の
ご
配
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ョ
ン
な
ど

、
毎
回
楽

A
L
T
が
肝
細
胞
中
か
ら
血
中
に
放
出
さ
れ
る

（
逸
脱
す
る

）

た
め

、
A
S
T
と
A
L
T
は
肝
逸
脱
酵
素
と
も
い
わ
れ
ま
す

。

基
準
値
は
施
設
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が

、
A
L
T
値
が
3
0

　
今
年
も
外
来
待
合
室
・
各
病
棟
・
通
所
リ
ハ

に
七
夕
飾
り
が
飾
ら
れ

、
患
者
様
・
ご
家
族
・

職
員
の
”
お
願
い
ご
と
“
が
た
く
さ
ん
短
冊
に

S
の
電
波
強
度
は
通
常
の
P
H
S
の

 
 

副
院
長

　
蔵
し

、
必
要
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
供
給
し
ま
す

。

①
代
謝
；
食
事
中
の
糖

、
た
ん
ぱ
く
質
や
脂
肪
を
分
解
・
貯

　
肝
臓
に
は

、
主
に
3
つ
の
働
き
が
あ
り
ま
す

。

普段接する機会の少ない部署と

 
 

消
化
器
・
肝
臓
病
セ
ン
タ
ー

長
 
 

宇
都
　
浩
文

肝
臓
の
働
き

　

移
酵
素
で

、
健
常
者
の
測
定
結
果
は
酵
素
活
性
を
表
し
ま
す

。

題字 理事長自筆

夏 号

宮崎医療センター病院

宮崎市高松町２－１６

ＴＥＬ：0985-26-2800

ＦＡＸ：0985-27-6811

・患者様は、良質な医療サービスを平等に受ける権利があります

・患者様は、人格・意思が尊重され、人間としての尊厳を守られる権利があります

・患者様は、自分自身の診療に関する情報の提供を受ける権利があります。また、他の医療機関の

医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

・患者様は、医療従事者から説明を受けた後に、提案された診療計画などを決定する権利があります

・患者様は、プライバシーを尊重される権利があります

【患者の皆様へのお願い】
良質な医療を実現するために、医師をはじめとする医療提供者に対し、ご自身の健康

に関する情報をできるだけ正確に提供して下さるようお願い致します。

患 者 様 の 権 利

宮崎医療センター病院

平成29年8月7日発行

○私たちは、自分が受けたい医療・看護・介護を提供します

・患者さまの権利と尊厳を大切にし、心のこもった医療・看護・介護を提供します
・根拠に基づいた説明のできる医療・看護・介護を実践します
・全職種による安全で質の高いチーム医療を行います
・急性期から在宅医療までを繋ぐ医療・看護・介護を提供します
・地域連携に努め、地域包括ケアシステムの発展に貢献します
・お互いを信頼し、やりがいと誇りを持てる職場にします

理 念

基 本 方 針

宮崎医療センター病院

七
夕
飾
り

七
夕
飾
り(

外
来
待
合
室)

《

お
知
ら
せ

》

＜福利厚生＞ 納涼祭
① 7月27日（木）19：00～

場所：宮崎肉本舗

② 8月3日（木）19：00～

場所：宮崎肉本舗

③ 8月9日（水）19：00～

場所：宮崎肉本舗

学
会
等
参
加
実
績
（
４
月
～
６
月
）

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

 

学会等名称 参加者 参加日 場所 

第 114回 日本内科学会総会 

矢野 理子 

4/14(金)～4/15(土) 東京都 
村山 貴信 

斉田 光彦 

菊池 康子 

第 103回 日本消化器病学会総会 宇都 浩文 4/20(木)～4/22(土) 東京都 

第 117回 日本外科学会定期学術集会 
髙橋 将史 

4/27(木)～4/29(土) 神奈川県 
安藤 好久 

第  46回 日本 IVR学会総会 坂元 秀壮 5/18(木)～5/20(土) 岡山県 

第 109回 日本消化器病学会九州支部例会 
宇都 浩文 5/19(金)～5/20(土) 福岡県 

第 103回 日本消化器内視鏡学会九州支部例会 

第  53回 日本肝臓学会総会 
宇都 浩文 

6/8(木)～6/9(金) 広島県 
稲田 由紀子 

第   6回 アジア太平洋肝胆膵学会 
永野 元章 6/7(水)～6/9(金) 神奈川県 

第  29回 日本肝胆膵外科学会学術集会 

第  62回 日本透析医学会学術集会 斉田 光彦 6/16(金)～6/17(土) 神奈川県 

 



　　　

会等)へ請求を行う業務です。

  保険請求業務を行う上では、健康保険法をはじめとする各種医療

保険制度の知識を必要とします。さらには2年に1度、診療報酬改定

(平成30年度は、医療・介護のダブル改定)があり、それ以外でも平成

20年4月1日施行の後期高齢者医療制度、肝炎インターフェロン助成

事業の施行など、医療を取り巻く環境はここ数年来、激変を続けてお

り、医事課はこのような世の中の動きに対応する必要がありますの

で、毎月、勉強会を開いて知識の幅を広げています。

医事課では、患者様の病気を治療することは出来ませんが、患者様

の心境をできる限り理解するよう努力し、また宮崎医療センター病院

で診療を受けて良かったとおっしゃっていただけるよう、対応を心が

けております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医事課　課長

ク、宮崎牛などの宮崎ブランド肉を取り入れた29（肉）メニューを提供して

献立検討会には調理師も参加し、積極的に意見交換が行われています。

病院、施設だけに限らず、ホテルや有名飲食店で調理経験のある調理

師が考案した新メニューもあり、患者様からは「次の献立は何？」と言葉

をいただくこともあり、大変喜んでいただいております。

病院食のイメージを払拭した外食気分が味わえる献立作りと、県産の

パワー食材を使用したお食事を提供し、患者様の活力や、食べる楽しみ

に繋がればと取り組んでおります。

　　（ダマにならないよう液体をかきまぜながら、徐々にアガーを加え、均一

　　に混ぜ合わせてから加熱する。）

③　火を止めて②に①を混ぜ合わせ、あら熱が取れたら容器に流して冷蔵

　　庫で冷やし固める。

8月の新メニューとして、当院のお食事で提供しました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成合　孝幸

医事課での主な業務は、窓口業務と保険請求業務に分かれます。窓口業務とは外来診療での受付、診療録の

搬出・搬送、会計業務、入院部門での会計業務などがあります。保険請求業務とは、1ケ月分の診療行為をすべ

てまとめ、レセプトと呼ばれる診療報酬明細書を作成して、保険者(社会保険支払基金や国民健康保険団体連合
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の
血
中
半
減
期
は
A
L
T
よ
り
短
く

、
半
減
期
の
違
い
で

、
経
過
と
と
も
に

　研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

、
日
頃
の
業
務
へ
活
か
し
て

このスイカゼリーは、松尾和樹　調理師が考案した、夏限定でしか味わえないデザートです。「ミキサー形態から

普通形態まで、全ての食事形態の患者様が味わえる夏のデザートを作りたい」という思いから出来上がったメニ

　～部署紹介～

　患者様が来院された時、受付でまず対応させていただくのが、私たち『医事課』です。

また、診察や検査を終えて会計や処方箋をお渡しするなど、最後に患者様と接するのも『医事課』です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄養科　管理栄養士　永吉　花絵

おります。

医事課スタッフは、現在、男性3名、女性11名の計14名となっております。

ューです。

①　スイカをくり抜き、種を除く。ミキサーにかけてジュースを作る。

②　鍋に水、砂糖、アガー（使用分量：液体の全体量に対して1～2％程度）

　　を火にかけ、よく溶かす。沸騰しだしたら火を止める。

合
は

、
肝
の
線
維
化
が
進
行
し

、
肝
硬
変
や
肝
癌
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す

。

訓練を行っております。
また、応急用糧食及び医薬品、約3日分を標準として整備しておりますが、

応急用糧食及び医薬品には、期限があるため、定期的に入れ替えも行って

 
以
上

、
肝
疾
患
の
基
本
事
項
に
つ
い

い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

。

で
は
肝
癌
の
リ
ス
ク
が
あ
り

、
リ
ス
ク
に
応
じ
て
検
査
の
頻
度
や
合
併
症
に
つ

A
L
T
を
含
む
肝
機
能
検
査
の
経
過
観
察
が
必
要
で
す

。
ま
た

、
慢
性
肝
疾
患

ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー

ゼ
が
上
昇
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り

、
定
期
的
な
A
S
T
と

A
S
T
や
A
L
T
が
正
常
を
持
続
し
て
い
る
場
合
で
も

、
そ
の
後
の
経
過
中
に

 
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ
ア
や
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ
ア
で
は

、

経
過
観
察
の
必
要
性

な
り
ま
す

。
ま
た

、
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー

ゼ
の
上
昇
が
軽
度
で
も
持
続
す
る
場

栄養科の取り組みの1つに『29（肉）の日』があるのをご存知でしょうか？

当院では、毎月29日を『29（肉）の日』と掲げ、日向地頭鶏、ハマユウポー

四季　第60号 (3)

　
4
月
～

7
月
に
開
催
し
た
研
修
会
で
す

。

行
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

　～食料・飲料水備蓄～

当院では、台風や地震などによる大規模災害を想定して、年に1回の大規模災害

A
S
T
と
A
L
T
は
必
ず
し
も
重
症
度
に
比
例
し
ま
せ
ん

。
重
症
度
の
指
標
と

 
A
S
T
と
A
L
T
は
肝
細
胞
障
害
を
鋭
敏
に
反
映
し
て
上
昇
し
ま
す
が

、

ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー

ゼ

（
A
S
T
と
A
L
T

）
上
昇
の
意
義

A
L
T
異
常
は
肝
疾
患
の
存
在
が
ま
ず
考
え
ら
れ
ま
す

。

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

。
一
方

、
A
L
T
は
肝
特
異
性
が
高
い
た
め

、

融
解
症
な
ど
の
骨
格
筋
疾
患

、
溶
血
性
貧
血
な
ど
の
血
液
疾
患
を
念
頭
に
置
く

る
た
め

、
A
S
T
の
み
が
高
値
の
場
合
は
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾
患

、
横
紋
筋

は

、
A
S
T
は
肝
特
異
性
が
低
く

、
心

、
骨
格
筋

、
赤
血
球
な
ど
に
も
存
在
す

肝
硬
変
で
は
A
S
T

>

A
L
T
と
な
り
ま
す

。
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
点

一
方

、
ア
ル
コ
ー

ル
性
肝
障
害

、
ア
ル
コ
ー

ル
性
脂
肪
肝
や
ア
ル
コ
ー

ル
性

く
は
ほ
と
ん
ど
な
い
場
合
の
脂
肪
肝

）
で
は
A
L
T

>

A
S
T
と
な
り
ま
す

。

ル
性
の
脂
肪
肝

（
非
ア
ル
コ
ー

ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患
；
飲
酒
歴
の
な
い

、
も
し

も
役
立
ち
ま
す

。
ウ
イ
ル
ス
や
自
己
免
疫
に
よ
る
慢
性
肝
炎
や

、
非
ア
ル
コ
ー

A
L
T
の
比

（
A
S
T
／
A
L
T

）
は
肝
障
害
の
病
態
・
原
因
疾
患
の
推
定
に

A
L
T
優
位

（
A
S
T

<

A
L
T

）
と
な
り
ま
す

。
ま
た

、
A
S
T
と

立
て
れ
ば
幸
甚
で
す

。

族
や
職
員
の
方
々
に
少
し
で
も
お
役
に

た

。
通
院
中
の
患
者
さ
ん

、
そ
の
ご
家

て

、
一
部
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

おります。

万が一の事態への備えと災害に対する危機管理意識を日頃から高めて

いきたいと思います。

あ
る
場
合

、
劇
症
肝
炎
・
急
性
肝
不
全
な
ど
の
重
症
肝
疾
患
の
リ
ス
ク
が
高
く

用
い
ら
れ
ま
す

。
し
か
し

、
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー

ゼ
の
上
昇
が
非
常
に
高
度
で

し
て
は

、
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
な
ど
の
肝
合
成
蛋
白
質
や
総
ビ
リ
ル
ビ
ン
な
ど
が

～

研
修
会

～

新入職者集合教育接遇マナー研修会
今後の研修会

（予定）
・８月

✓メンタルヘルス研修会

✓医薬品安全使用に

関する研修会

・９月

✓医療安全研修会

・１０月

✓院内感染対策研修会 院内感染対策研修会 医療安全研修会

栄養科 ～ 調理師考案 夏限定スイーツ スイカゼリー ～

栄養科 ② ～ 宮崎ブランド肉で患者様に活力を！ ～

医事課 スタッフ


